
第47回大会］ 被　　服

2 Ka－11 　　ストレートスカートの歩行における体型と密着性について

　　文化女大家政　○筋野淑子　大井久美子

基本のストレートスカートの設計・製作における体型別パターンの適合性を判断す

として試作センサーを用い、日常動作のうち自然歩行と限定して、皮膚と布地間の

密着性（’93家政学会関東支部研究発表にて仮称）を波形データでとらえ、体型差による

密着性の相違について考察することを研究目的とした。

立迭被験者は満21～22歳の成人女子で、標準体とヒップに寸法差のある計３名とした。

ストレートスカートは標準体の被験者の下半身外包囲をヒップ寸法とし、前後に２本ダー

ツを入れ、スカート丈は膝蓋骨中点位までとし、後ろ中心明きで、裾から10cmのスリット

を入れウールサージの一重で１着製作した。センサーはＨＬ後面、および下部に左右14ヶ

所、大腿部前面に左右2ヶ所、後面に左右4ヶ所、計20ヶ所をスカート裏面に装着した。

同一のスカートを各被験者に着用させ、中ヒールの靴を履かせ、メトロノーム113歩／分

で自然歩行による密着性を波形で記録させた。同時に歩行周期をビデオ撮影し、歩行の一

周期を31～32コマに分割した。また密着性の波形も同様に分割し、さらに密着の度合を３

段階に区分して、歩行周期と密着性との関係を分布図から時系列に変化をとらえた。

結果標準体は股関節角度が最大になる両脚支持期では、スカート裾の前後の密着性が強
-く、刑

に強い密着性が検出された。ヒップ小の体型ではヒップの空隙量が大きいためヒップと裾

の密着性は、総じて標準体より小さいことが認められた。ヒップ大の体型では空隙量が小

さいため、ＨＬより下部で総じて強い密着性が検出されたが、裾の密着性は小さかった。

2 Ka－12 高齢者衣料の考察　一意識と着脱に関して

実践女大家政　○野村聖子　平岡和香子

　目的　我が国の急激な高齢化に対応する手段のひとつとして衣生活の向上が挙げられる。

そこで高齢者の衣生活を把握することを目的に、高齢者の衣生活に対する意識及び加齢に

伴う者腕機能の状態を考察した。

　方法　高齢者に対する福祉活動が盛んな東京都東大和市、立川市及び、埼玉県所沢市の

およそ３地域の寝たきりなどの障害を持だない男女高齢者12 3名を対象に、主に上衣既

製服に関する意識調査を行い、さらにボタン、ファスナー、マ‘シックテープの付いた３種

類の上衣の着脱時間を測定した。同様の方法で1 0代後半からの若齢者についても着脱時

間の測定を行い比較検討した。また実験の結果、高齢者においては着脱動作機能と体型と

の関係がみられたので体型別の意識調査及び着脱実験を行った。

　結果　高齢被験者の約半数が既製服の現状に満足しておらず、男性はサイズや価格とい

った実用性を、女性はデザインなどのファション性を求めている。前幅、後ろ幅、胃幅、

袖丈は寸法直しで解消しつつあるものの、男性は襟ぐり、裾回り。袖口､｡を、女性は袖幅を

不快に感じている。着脱実験はボタン付き上衣の着脱時間に大きな男女差が生じ、男女共

年齢と時間にほぼ正の相関を得だのに対して、若齢者男女の相関は多様な結果であった。

体型別では標準体型は頚部、屈身体型ば腕部が着心地の悪さとしての不適合部位として挙

げられ、着脱実験については、屈身体型が全ての留め具に時間を要し体型の変化が衣生活

に大きな影響を及ぼしていることが明らかとなった。

207


